
第２学年算数科指導案 

日 時 平成２７年１１月１３日（金）１校時 

                            場 所 ２年４組教室 

                            児 童 ２年４組 

                            授業者  

 

１ 単元名  「九九をつくろう」 かけ算（２） 

 

２ 単元について 

（１）教材について 

   本単元では，まず，６，７，８，９，１の段の九九の構成を行う。その際，前単元（５，２，３，４の段

の九九）において発見し活用してきた乗法に関する性質（乗数が１増えると積は被乗数の分だけ増える）や，

きまり（交換法則や分配法則）を用いることによって，児童自らが九九を構成できるようにしていく。また，

九九の答えを見直すことで，乗法についての理解を深めるようにする。 

   九九を構成した後，「単位とする大きさのいくつ分」としての乗法の意味と，「１つ分の大きさの何倍かに

あたる大きさ」を求める場合にも乗法を用いることを関連付け，倍の意味理解を深める。さらに，九九表か

ら見付けたきまりを基に，簡単な場合の２位数×１位数の仕方を考える学習を行う。最後に，学習した乗法

九九を総合的に活用して様々な問題に取り組み，児童の問題解決への考え方を広げていく。 

   被乗数と乗数の意味については，前単元から「１つ分の数」の「いくつ分」という乗法の意味と対応させ

て，「かけられる数」「かける数」の用語を指導してきた。本単元においても，繰り返し指導していくことで，

被乗数，乗数の意味の理解を深めたい。また，立式の際に，問題文の意味をよく吟味し，問題文と式をしっ

かりと対応させることを意識させながら学習を進めていく。 

 

（２）児童について 

学習意欲は高く，自分の考えを話したり，友達の考えを受け入れながらよりよい方法を見付けようとした

りする児童が多い。また，既習内容と結び付けて説明したり，発展的にとらえようとしたりする児童も多い。 

乗法の理解においては，まだ各段の九九を確実に唱えられない児童が多い。しかし，乗法は同数累加の簡

潔な表現として用いられていることや，１つ分の大きさが決まっているときに，そのいくつ分かにあたる大

きさを求める場合に用いられることを繰り返し学習してきたことを通して，様々な問題に乗法を適用しよう

とする意識は高まってきている。 

 

（３）指導に当たって 

   九九を構成する学習においては，乗数と積の関係，交換法則，分配法則などを活用して，児童自らが九九

を構成していくよう展開する。また，構成した九九を表にまとめたり見直したりする活動を通して，乗法の

性質やきまりを確認するとともに，数の並び方や変化の仕方の規則性を発見させるなどして，数の豊かな感

覚を養いたい。 

【数学的な表現を使って考える活動】 

・累加や乗数と積の関係，分配法則や交換法則などの既習の性質やきまりを活用することを通して，６，

７，８，９，１の段の九九の構成の仕方について考えることができるようにする。 

・乗法九九を総合的に活用することを通して，様々な問題に適用できるようにする。 

【数学的な表現を使って学び合う活動】 

・各段の九九を見直すことを通して，乗法について成り立つ性質やきまりを考え，説明できるようにする。 

・九九表などからきまりを見つける活動を通して，乗数と積の関係や乗法の交換法則についての理解を深

めるようにする。 

 



３ 単元の目標と評価規準 

（１）単元の目標 

   乗法の意味について理解を深め，それを用いることができるようにする。 

 

（２）単元の評価規準 

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能 数量や図形についての知識・理解 

・進んで乗法九九を構成し

ようとしている。 

・乗法について成り立つ性

質やきまりを進んでみつ

けようとしている。 

・乗法について成り立つ簡単

な性質を調べ，それを乗法

九九を構成したり計算の

確かめをしたりすること

に生かしている。 

・簡単な場合について，2位

数と 1 位数との乗法の計

算の仕方を考えている。 

・１位数と1位数との情報

の計算が確実にできる。 

・乗法は，一つ分の大きさ

が決まっているときに，

そのいくつ分かに当た

る大きさを求める場合

に用いられるなど，乗法

の意味について理解し

ている。 

・乗法九九について知って

いる。 

 

４ 教材の関連と発展（別紙） 

 

 

５ 単元の指導計画【17時間】（◎全員の評価の機会とする観点  ○補完する評価の機会とする観点） 

時 目標 学習活動 
評価規準（評価方法） 

数学的な考え方 関心，技能，知識・理解 

➀６のだん，７のだんの九九【６時間】 

１ 

６の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

・６の段の九九の構成の仕方について考え

る。 

・累加や乗数と積の関係など既習の考えを

活用して，６の段の九九を構成する。 

 ◎関乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて九

九を構成しようとしてい

る。（学習活動の様子） 

 

２ 

６の段の九九を確実

に唱え，適用するこ

とができる。 

・６の段の九九を唱え，カードなどを使っ

て練習する。 

・６の段の九九を見直し，九九表やアレイ

図などを基にして，交換法則や分配法則

が成り立っていることを確認する。 

◎６の段の九九を見直

すことを通して，乗法

について成り立つ性

質やきまりを考え，説

明している。 

（発表・評価問題） 

○技６の段の九九を確実に

唱えることができる。 

（学習活動の様子・発表） 

３ 

・６の段の九九を用いて問題を解決する。  ◎技６の段の九九を用いて

問題を解決することがで

きる。（ノート） 

 

４ 

７の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

・７の段の九九の構成の仕方について考え

る。 

・累加や乗数と積の関係に加え，交換法則

など既習の考えを活用して，７の段の九

九を構成し，九九表に答えを書く。 

 

 ◎関乗法について成り立つ

性質やきまりを用いて九

九を構成しようとしてい

る。（学習活動の様子） 



５ 

７の段の九九を確実

に唱え，適用するこ

とができる。 

・７の段の九九を唱え，カードなどを使っ

て練習する。 

・７の段の九九を見直し，九九表やアレイ

図などを基にして，交換法則や分配法則

が成り立っていることを確認する。 

◎７の段の九九を見直

すことを通して，乗法

について成り立つ性

質やきまりを考え，説

明している。 

（発表・評価問題） 

○技７の段の九九を確実に

唱えることができる。 

（学習活動の様子・発表） 

６ 

 

・７の段の九九を用いて問題を解決する。  ◎技７の段の九九を用いて

問題を解決することがで

きる。（ノート） 

 

➁８のだん，９のだん，１のだんの九九【５時間】 

７ 

８の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

・８の段の九九の構成の仕方について考え

る。 

・既習の性質やきまりを活用して，いろい

ろな方法で８の段の九九を構成する。 

◎乗法について成り立

つ性質やきまりを用

いて，８の段の九九の

構成の仕方を考え，説

明している。 

（発表・評価問題） 

 

８ 

 

８の段の九九を確実

に唱え，適用するこ

とができる。 

・８の段の九九を唱え，カードなどを使っ

て練習する。 

・８の段の九九を用いて問題を解決する。 

 ◎技８の段の九九を確実に

唱え，それを用いて問題

を解決することができ

る。（発表・ノート） 

９ 

 

 

９の段の九九の構成

の仕方を理解する。 

・９の段の九九の構成の仕方について考え

る。 

・既習の性質やきまりを活用して，いろい

ろな方法で９の段の九九を構成する。 

◎乗法について成り立

つ性質やきまりを用

いて，９の段の九九の

構成の仕方を考え，説

明している。 

（発表・評価問題） 

 

10 

９の段の九九を確実

に唱え，適用するこ

とができる。 

・９の段の九九を唱え，カードなどを使っ

て練習する。 

・９の段の九九を用いて問題を解決する。 

 ◎技９の段の九九を確実に

唱え，それを用いて問題

を解決することができ

る。（発表・ノート） 

 

11 

１の段の九九を構成

し，乗法の意味の理

解を確実にする。 

・場面をとらえ，１×６の式から乗法の意

味を確かめる。 

・１の段の九九を唱える。 

 ◎知１の段の九九を構成す

ることを通して，乗法の

意味を理解している。 

（ノート） 

九九を答えの大きい

方から唱えたり，途

中から唱えたり，交

互に唱えたりする活

動を通して，九九の

習熟・定着を図る。 

・九九を答えの大きい方から唱えたり，途

中から唱えたり，交互に唱えたりする活

動に取り組む。 

・「算数のおはなし」を読み，九九の由来

について関心をもつ。 

 ◎関学習内容を適切に活用

して，活動に取り組もう

としている。 

（学習活動の様子） 

○技九九を確実に唱えるこ

とができる。 

（発表・ノート） 

 



➂ばいとかけ算【１時間】 

12 

 

本

時 

倍、基準量と比較量

の関係を考える活動

を通して、倍につい

ての理解を深める。 

 

・図や式をもとに、テープの長さを比べる。 

・もとにする長さや倍を表す数が等しい場

合の、全体との関係について考える。 

◎もとにする長さや倍

を表す数の大きさに

着目し、全体の長さに

ついて説明している。 

（発表・評価問題） 

 

 

➃九九のひょうときまり【２時間】 

13 

九九表からきまりを

見つける活動を通し

て，乗数と積の関係

や，乗法の交換法則

についての理解を深

める。 

・九九表を見て，これまで九九の構成を用

いた乗数と積の関係や，乗法の交換法則

を確認する。 

・分配法則について調べる。 

 ◎関各段の九九を構成する

ときに用いて乗数と積の

関係や，乗法の交換法則

を，乗法の性質やきまり

としてまとめようとして

いる。 

（学習活動の様子） 

14 

乗法の性質やきまり

を用いて，簡単な場

合の２位数と１位数

の乗法の答えの求め

方を理解する。 

・九九表を基に，学習してきた性質やきま

りを用いて，被乗数が２位数の乗法につ

いて答えの求め方を考える。 

◎乗数と積の関係や乗

法の交換法則を用い

て，簡単な場合の２位

数と１位数の乗法の

答えの求め方を考え，

説明している。 

（発表・評価問題） 

 

➄もんだい【１時間】 

15 

乗法九九を総合的に

活用して，問題を解

決することを通し

て，九九の理解を深

める。 

・チョコレートの数のいろいろな求め方

を，図を基に考える。 

・それぞれの考えを発表し，検討する。 

◎ものの数の求め方を，

乗法を用いて解決で

きるように工夫して

考え，図などを使って

説明している。 

（発表・評価問題） 

 

まとめ【２時間】 

16 

学習内容を適用して

問題を解決する。 

・「力をつけるもんだい」に取り組む。  ◎技学習内容を適用して，

問題を解決することがで

きる。（発表・ノート） 

17 

学習内容の定着を確

認し，理解を確実に

する。 

・「しあげ」に取り組む。  ◎知基本的な学習内容を身

に付けている。（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 



４ 教材の関連と発展 

 ○ 式に表す・式で考える・式を読むこと 

・算数の世界の言葉である式の使い方、使われ方、意味を考えること 

○ 割合の考えを使うこと 

・２つの数量から表現される事象をどちらか一方をそろえることで「比べる」ことができるようになること 

○
数
を
拡
張
す
る
こ
と 

・
数
の
見
方
を
変
え
る
こ
と
で
そ
の
適
用
範
囲
を
変
え
た
り
、
広
め
た
り
し
て
い
く
こ
と 

【２年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【４年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小数倍の意味 

 

 

 

 

 

 

・「倍」の意味の理解と 

乗法の適用 

 

 

 

３×３＝９ 

・「倍」の意味理解の再構成  

 

 

 

 

 

 

倍を表す数が同じでも、基準量が変わると比較量も変わる 

・倍の第二用法，第一用法 

 

 

 

 

 

何倍かを求めるときはわり算を使う  ３倍の大きさをもとめるときは、かけ算を使う 

・比較量を乗法を用いて求めること，倍を除法を用いて求めること  

 

 

 

 

3ｍを１とみたとき15ｍが５にあたる 

【５年】 

・純小数になる倍の第一用法，第二用法 

・比較量，基準量が小数の場合も，何倍かは除法を用いて求めること 

【６年】 

・分数倍の意味  ・分数の場合の倍の第一用法，第二用法 



６ 本時の指導 

（１）目標 

  倍，基準量と比較量の関係を考える活動を通して，倍についての理解を深める。 

（２）指導に当たって 

【数学的な表現を使って考える活動】 

・自分の考えを図や式，言葉に表す活動を通して，基準量の違いに着目させる。 

【数学的な表現を使って学び合う活動】 

 ・図や式による長さの比較と言葉を関連付ける活動を通して，倍を表す数が同じときの基準量と比較量の関

係をとらえさせる。 

【振り返る活動】 

 ・板書をもとに，学習のポイントを整理し，本時の学習を価値付ける。 

 ・適用問題により，本時の学習を確認させる。 

 ・視点を示して児童に学習感想を書かせ，本時の学びを自覚させる。 

（３）評価規準（数学的な考え方） 

もとにする長さや倍を表す数の大きさと，全体の関係について考え，説明している。（発表，評価問題） 

（４） 展開 

過

程 
学習活動 教師の働きかけと予想される反応 

◆研究の重点 

・留意点 □評評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

と

ら

え

る 

 

 

 

 

 

１５ 

分 

 

 

 

 

 

 

１ 問題把握 

 と課題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・３倍は３つ分，４倍は４つ分だから，４倍の方が長い。 

・㋐の３倍は，２×３＝６(㎝)。㋐の４倍は，２×４＝８(㎝）。

㋐の４倍の方が長い。 

 

○基準量が同じときの，倍と比較量の関係を押さえる。 

 

 

 

○問題を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・黒板に掲示した図に，問

題に示された分だけ色

を塗り，量感を伴った思

考をさせる。 

 

 

 

・全体の長さは乗法の式を

用いて求められること

を想起させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらのテープが長いでしょう。 

        ２㎝ 

・㋐の３倍 ㋐ 

 

               ２㎝ 

・㋐の４倍 ㋐ 

どちらのテープが長いでしょう。 

・㋑の４倍 ３㎝ 

    ㋑ 

 

 

・㋒の４倍  ４㎝ 

    ㋒ 

もとにする長さが同じときは，倍を表す数が大きい

方が，全体は長くなる。 



  

 

〇課題を提示する。 

 

 
 

・もとにする長さが違う。 

・どちらも，同じ「４倍」だ。 

・同じ４倍でも，㋒の４倍が長い。 

・前の問題との相違点を明

確にし，児童の問いを引

き出す。 

考
え
る 

５ 

分 

２ 自力解決 

 

 

 

○㋒の４倍の方が長い理由を考えさせる。 

 ・色を塗ると，㋒の４倍の方が長くなる。 

・㋑は３×４＝１２（cm）。㋒は４×４＝１６（cm）。だ

から，㋒の４倍の方が長い。 

・倍が同じなら，基準量が長い方が，全体は長い。 

◆自分の考えを図や式，言

葉に表す活動を通して，

基準量の違いに着目さ

せる。 

 

見

つ

け

る 

 

１０ 

分 

３ 共同思考 

 

 

 

 

 

 

○基準量と比較量の関係について検討する。 

 

○基準量が同じ場合と比べて，基準量と比較量の関係をとらえ

る。 

 

 

 

 

 

◆図や式による長さの比

較と言葉を関連付ける

活動を通して，倍を表す

数が同じときの基準量

と比較量の関係をとら

えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る 

 

 

 

１５ 

分 

 

４ まとめ 

 

○倍が同じときの，基準量と比較量の関係をまとめる。 

 

 

 

○板書をもとに振り返る活動を行う。 

 

○適用問題に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習感想を書かせる。 

視点①みんなで考えて分かったこと 

視点②気を付けたいこと 

・倍を表す数が同じでも，もとにする長さによって全体の長さ

は大きくなったり小さくなったりすることが分かった。 

・もとにする長さと倍を表す数の両方に気を付けなければなら

ないなんて，倍って難しいんだなと思った。 

・倍が小さくても，全体が大きくなることもあると思う。 

◆板書をもとに，学習のポ

イントを整理し，本時の

学習を価値付ける。 

 

・もとにする長さや倍を表

す数と全体との関係に

ついておさえる。 

 

◆適用問題により，本時の

学習を確認させる。 

・どちらが長いか判断した

理由を記述させる。 

評もとにする長さや倍を

表す数の大きさに着目

し，全体の長さについて

説明している。 

（発表，評価問題） 

 

◆視点を示して児童に感

想を書かせ，本時の学び

を自覚させる。 

 

 倍を表す数が同じときは，もとにする長さが長い方

が，全体は長くなる。 

 

 

 

 

・㋓の３倍と㋔の４倍では，どちらが長いでしょう。 

→もとにする長さが同じで，㋔の方が倍を表す数が

大きいので，㋔の方が長い。 

 

・㋔の４倍と㋕の４倍では，どちらが長いでしょう。 

 →倍を表す数が同じで，㋕の方がもとにする長さが

 

㋓ 

㋔ 

㋕  

同じ 大きい 長い 大きい 同じ 長い 

○イの４倍と○ウの４倍ではどちらが長いか考えよう。 



（５）板書計画 

 

 

どうして，㋒の4倍が長いといえるのだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                                          

 
   ２×３＝６ ６㎝ 

２×４＝８ ８㎝ 

㋐の４倍の方が長い 

 

                             ３×４＝１２ １２㎝ 

                             ４×４＝１６ １６㎝  

                                        ㋒の４倍の方が長い 

もとにする長さが同じときは                  

倍を表す数が大きい方が全体は長い 

                                    

 

 

 

どちらが長いでしょう。 

・㋐の３倍 ㋐ 

 

・㋐の４倍 ㋐ 

 
どちらが長いでしょう。 

・㋑の４倍 ㋑ 

 

・㋒の４倍 ㋒ 

倍を表す数が同じときは 

もとにする長さが長い方が全体は長い 

 ㋓ 

㋔ 

㋕  

㋓ 

 

㋔ 

 

㋕ 

㋓の３倍＜㋔の４倍 

もとにする長さが同じ 

倍を表す数は、㋔が大きい 

 →㋔の４倍の方が長い 

 

㋔の３倍＜㋕の４倍 

倍を表す数が同じ 

もとにする長さは、㋕が長い 

 →㋕の４倍の方が長い 

もとにする長さが

同じ 

どうして，㋒の４倍の方が長いのだろうか。 

倍を表す数が

同じ 


